
で
す

救命処置を体験／総合防災訓練（９月３日）

令和３年度決算を認定　　　▶Ｐ２

議案の中からピックアップ　 ▶Ｐ４

ここが聞きたい　一般質問 　▶Ｐ６

愛ＬＯＶＥゆりほんじょう 　▶Ｐ１２

９月定例会

由
利
本
荘
市
議
会

編
集
後
記

ま
ち
の

声
か
ら

　「
９
月
１
日
、
防
災
の
日
」

　
何
の
日
で
あ
る
か
を
知
っ
て
い
て

も
、
大
正
１２
年
の
関
東
大
震
災
の
日

と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
９
月
定
例
会
に
て
一
般
質
問
を
し

た
９
人
の
う
ち
、
７
人
の
議
員
が
〝
災

害
・
防
災
〞
の
内
容
で
し
た
。

　
防
災
に
限
ら
ず
、
地
域
の
出
来
事

や
歴
史
を
伝
え
る
こ
と
に
、
人
か
ら

人
へ
の
口
伝
え
は
効
果
的
で
す
。
こ

の
議
会
だ
よ
り
が
、
誰
と
で
も
話
す

こ
と
の
で
き
る
会
話
の
タ
ネ
に
し
て

も
ら
え
た
ら
、
編
集
委
員
と
し
て
こ

の
上
な
い
喜
び
で
す
。

（
小
川
幾
代
）

が住む中横町では９月に八幡神社祭典が開催

されます。今年は私の町内が当番町の年で、

私は巫女をやることになりました。小学３年生のと

きからあこがれていたので、決まったときはとても

うれしかったです。

　夏休み、舞を教えてくれる先生から「今年は祭り

に参加する町内が少ないらしい」という話を聞きま

した。参加者が少ないためということが理由だそう

です。久しぶりの開催でとてもにぎやかになると

思っていたので、驚いたのと同時に悲しい気持ちに

なりました。江戸時代から３５０年以上続く祭りで

す。長年受け継がれてきたこの祭りがなくなってし

まわないように、たくさんの人が参加し、いつまで

もこの伝統行事が続いてほしいです。

くが由利本荘市の中で好きなところは、由利

高原鉄道「おばこ号」が走っているところで

す。矢島駅から羽後本荘駅までの数々の駅を、年中

無休で走っていて、すごいなと思います。車両も色

とりどりで、新しいデザインへどんどん改善されて

きたおばこ号もあります。

　ぼくは、おばこ号があるおかげで、家から学校ま

で毎日安全に登下校できるので、とても便利です。

新しくいらしたＡＬＴの先生をはじめ、たくさんの

人におばこ号に乗ってもらいたいです。そして、お

ばこ号の中から見える由利本荘市の自然豊かな景色

を、じっくり味わってもらいたいです。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.28

私 ぼ

大好きなおばこ号伝 統 を 守 る

由利小学校 ６年

さん伊藤 侑翔

本荘南中学校 ３年

（町内名　山本）（町内名　中横町）

こん の ゆき とい とうあい しゃ

さん今野 愛咲
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委
員
長
　
　
正
木
　
修
一

副
委
員
長
　
泉
谷
　
赳
馬

委
員
　
　
　
佐
藤
　
正
人

　
　
　
　
　
佐
々
木
隆
一

　
　
　
　
　
大
友
　
孝
徳

　
　
　
　
　
甫
仮
　
貴
子

　
　
　
　
　
小
川
　
幾
代

　
　
　
　
　
吉
田
　
朋
子

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　鳥
海
で
は
、
鳥
海
ダ
ム
の
建
設
工
事
が
開
始
さ

れ
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
や
他
県
の
建
設
業
者
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
業
者
名
を
目
に
す
る
機
会
が
増
え
ま

し
た
。

　私
の
勤
め
先
「
太
郎
食
品
」
で
も
ダ
ム
の
建
設

予
定
地
で
あ
る
百
宅
に
は
縁
が
深
く
、
理
事
も
地

権
者
で
、
予
定
地
に
法
人
の
保
養
施
設
を
所
有
し

て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
当
初
よ
り
様
々
な
関
係

者
の
方
か
ら
計
画
や
進
捗
の
お
話
を
伺
う
機
会
が

あ
り
、
想
像
以
上
の
ス
ケ
ー
ル
で
工
事
が
進
展
し

て
い
く
状
況
を
楽
し
く
聞
い
て
い
ま
す
。

　完
成
ま
で
は
、
ま
だ
し
ば
ら
く
か
か
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
工
事
に
携
わ
る
皆
さ
ん
や
完
成
後
に

鳥
海
ダ
ム
を
訪
れ
る
皆
さ
ま
に
、
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、
自
然
や
郷
土
文
化
、
食
や
人
柄
な
ど

由
利
本
荘
の
魅
力
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
る
存
在

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　市
政
に
も
、
ダ
ム
を
背
景
と
し
た
地
域
の
魅
力

発
進
を
進
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
市
民
み
ん

な
に
愛
さ
れ
る
事
業
と
な
る
よ
う
、
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

鳥
海
ダ
ム
に
期
待

こ

し
げ

さ

と
う

さ
ん

鳥
海
地
域 

  

　　　　　

   

　
（
町
内
名

　牛
越
）

佐
藤

　茂
子

はしご車を使った救助を見守る

由利本荘市議会だより
令和４年／２０２２年１１月１日　第７０号 〒015-8501  秋田県由利本荘市尾崎17番地

電話／0184-24-6386　FAX／0184-27-1793
発行／由利本荘市議会

編集／議会報編集特別委員会

ホームページ  https://www.city.yurihonjo.lg.jp
由利本荘市議会 検 索
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７月

８月

９月

 ５日
６日

１２日
１９日
２８日

１６日
２３日

２９日
３１日

１日
１６日

２２日

２７日

７月

８月

９月

議会報編集特別委員会
議長による新任議員等研修会
議会報編集特別委員会

「市民と語る会」実行委員会
当局との連絡会議
会派代表者会議

「市民と語る会」全体会議

議会運営委員会
議会運営委員会
本会議（開会）
本会議（一般質問）～３１日
議会運営委員会
決算審査特別委員会
会派代表者会議

委員会（議案審査）決算審査特別委員会  ～５日
決算審査特別委員会（主査報告）
議会全員協議会
議会運営委員会
本会議（閉会）
議会全員協議会
議会報編集特別委員会

９

月

定

例

会

議長公務・交際費の詳細につきましては、市ホームページをご覧ください。

慶祝、協賛など

弔　　　事

７月 ８月 ９月

22,500円
（3件）

0円
（0件）

23,100円
（1件）

0円
（0件）

0円
（0件）

0円
（0件）

議長交際費議長交際費

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

議会日誌議会日誌

由利本荘市議会だより  第70号（9月定例会）

（７／１～９／３０）

３日
１４日

２１～２２日
２３日

１～２日
３日

１９日

３日
１２日
２４日
２８日

市議会カレンダー
● １２月定例会の予定 ●

１１／１３１４ １９

２０ ２６ ２５

２７ ２８ ２９ ２ ３

２６

１８ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

１２／１

１１

４ ５

１４ １５　 １６ １７

１０

月 火 水 木 金 土

本会議
（一般質問）

本会議
（開会）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

常任
委員会

日

１５

６ ７ ８ ９

常任
委員会

１２

１８　１１月１８日（金）

正午までに受理する

請願・陳情を審議

する予定です

３０

常任
委員会

１３

本会議
（閉会）

１９

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

　本会議でどんなことがどのように話し合われ
ているのか、様々な手段で知ることができます。
皆さんの暮らしに直結していることばかりです。
ぜひご覧ください。

議会を見よう！知ろう！

▶ 次の定例会は１１／３０～１２／１９ ◀

議会を傍聴！ライブで！
事前の申込みは必要ありません。当日、
直接傍聴席（市役所本庁舎５階）へおい
でください。

会議録で読む
議会終了後２カ月程度で会議録はできあが
ります。会議録は、由利本荘市ホームペー
ジから見ることができます。

ケーブルテレビで生中継
本会議の様子を生中継でご覧になれます。

由利本荘市議会　会議録 検 索

2由利本荘市議会だより  令和４年／2022年11月１日発行

議会だよりをちいき本棚で！ 
由利本荘市議会だよりは、過去のものを含め、

「SideBooks」のちいき本棚でご覧いただけます。

 https://cccc.backshelf.jp/

実質収支は2億6266万1千円の黒字

令和３年度 一般会計決算令和３年度 一般会計決算

企業会計の状況企業会計の状況

区　　分 総 収 益 支　　出

水 道 事 業

ガ ス 事 業

２５億４５８３万８千円

１０億７１４２万１千円

７７８１万２千円

９億７９０４万円

下水道事業 ３１億９３３０万円 ５８３５万６千円

２１億

３２億

市債残高の状況市債残高の状況

年度比較 令和３年度 令和２年度

市 債 残 高 計

市民１人あたり

当該年度末人口

６６３億３８０８万２千円

９０１，９６９円

７３，５４８人

６７６億２３７０万９千円

９０６，７８７円

７４，５７５人

5億4390万5千円

2億6266万1千円

実質収支

2億8124万4千円

令和４年度への繰越財源

歳入歳出差引額

歳入総額

6964万5千円

543億

歳出総額

2574万円

538億

令和３年度決算を認定

１２特別会計の状況１２特別会計の状況

予算現額 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額

１０８億７１６３万５千円 １０８億７８５７万７千円 １０６億９０６９万２千円 １億８７８８万５千円

１２特別会計…国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、診療所運営特別会計、休日応急診療所運営特別会計、情報センター特別会計、
奨学資金特別会計、介護サービス事業特別会計、一番堰まちづくり事業特別会計、スキー場運営特別会計、小友財産区特別会計、
北内越財産区特別会計、松ヶ崎財産区特別会計

消防訓練大会
各期成同盟会等合同整備促進大会
秋田県市議会議長会定例会
本荘マリーナ海水浴場安全祈願祭
日本海洋上花火大会

東北日本海沿岸市町村議会協議会中央要望（東京都）
交通安全市民大会
戦没者追悼式
本荘地区福祉展表彰式

総合防災訓練
市と市議会との合同要望（県知事・県議会）
全国ボート場所在市町村競技会議長懇話会（茨城県）
都市計画審議会



人　事　案　件

■人権擁護委員（任期：３年）

　菅原　耕悦（新任）本荘地域　川口
すが わら こう えつ

同意

9月定例会9月定例会

●議員発案第５号

　水田活用の直接支払交付金見直しについて柔軟な

対応を求める意見書の提出について

議　員　発　案 可決

議員発案第５号

意見書提出

内閣総理大臣　農林水産大臣

委員会発案第２号

意見書提出

衆議院議長　参議院議長　内閣総
理大臣　総務大臣　財務大臣　厚
生労働大臣　内閣府特命担当大臣
（地方創生）　内閣府特命担当大臣
（経済財政政策）

請　願　結　果

採　　択

○請願第１号
　地方財政の充実・強化を求める意見書提出につい
　ての請願　

連合秋田本荘地域協議会　議長　佐藤　武彦
紹介議員　岡見　善人

●公共住宅管理条例等の一部を改正する条例案
　特定優良賃貸住宅の供給の促進に関する法律施行
　規則の一部改正に伴い、条例の一部を改正するもの
●高齢者コミュニティセンター伝兵衛湯荘条例を廃
　止する条例案
　高齢者コミュニティセンター伝兵衛湯荘の用途廃
　止に伴い、条例を廃止するもの

条例関係（主なもの） 可決

◆羽越本線羽後本荘駅東西自由通路等新設
　及び駅舎橋上化工事委託変更協定の締結について
　変更後の協定金額：３５億５１３５万５７６１円
　協定の相手方：東日本旅客鉄道株式会社

東北建設プロジェクトマネジメントオフィス
所長　鬼柳　雄一

◆物品（小型ロータリ除雪車）購入契約の締結について
　契約金額：５４６７万円
　契約の相手方：藤髙自動車興業株式会社

代表取締役　髙田　栄相

契約締結（主なもの） 可決

10由利本荘市議会だより  令和４年／2022年11月１日発行

ここが聞きたい
一 般 質 問

3 由利本荘市議会だより  第70号（9月定例会）

ここが聞きたい
一 般 質 問

高橋信雄
（高志会）

小松浩一
（高志会）

新
ご
み
処
理
施
設
は
、
従
来
の

燃
焼
型
の
施
設
を
考
え
て
い
る

の
か
、
あ
る
い
は
、
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
施
設
の
建
設
を
併
せ
て
検

討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

現
状
で
は
ビ
ン
類
な
ど
の
資
源

ご
み
を
本
荘
清
掃
セ
ン
タ
ー
と

東
由
利
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
中
間

処
理
を
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
集
約

す
る
リ
サ
イ
ク
ル
拠
点
施
設
の
建
設
と
、

食
品
ト
レ
イ
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
な
ど
の
分
別
収
集
に
取
り
組
む
方

針
で
あ
る
。

問答 新
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

市
管
理
の
河
川
に
つ
い
て
は
年

度
当
初
に
予
算
計
上
を
し
て
、

河
川
管
理
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

市
の
一
般
財
源
の
中
で
、
事
前

に
予
算
化
す
る
の
は
厳
し
い
状

況
で
あ
る
。
今
回
氾
濫
し
た
箇
所
に
つ

い
て
は
、
冬
季
間
に
工
事
を
行
い
、
年

度
内
に
対
応
し
た
い
。

問答

夏
も
冬
も
電
力
不
足
の
不
安
が

続
く
。
電
力
の
確
保
と
再
エ
ネ

の
振
興
は「
公
益
」性
の
最
も
高
い
安
心
、

安
全
な
施
策
で
あ
り
、
温
暖
化
対
策
と

合
わ
せ
て
日
本
の
大
き
な
課
題
で
あ
り

対
策
で
あ
る
が
、
認
識
と
責
務
は
。

「
電
力
の
確
保
」
と
「
地
球
温

暖
化
対
策
」
は
、
国
民
生
活
に

直
結
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

問答 電
力
不
足
と
電
力
の
確
保
、

　
　
　
　
　
再
エ
ネ
の
推
進

周
辺
地
域
よ
り
不
安
の
あ
っ
た

処
理
水
の
排
水
対
策
は
。

地
域
よ
り
要
望
の
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
長
者
川
へ
の
放
流
は
行

わ
ず
、
専
用
排
水
管
の
埋
設
を
行
い
、

流
量
の
多
い
子
吉
川
へ
排
水
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

問答 新
ご
み
処
理
施
設
の

　
　
処
理
水
の
排
水
対
策
は

若
者
の
定
住
を
図
る
た
め
に
も
、

各
地
域
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
の
か
。

各
地
域
の
総
合
支
所
独
自
の
事

業
を
実
施
す
る
「
元
気
な
地
域

づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
や
若
者
に

よ
る
地
域
の
元
気
創
出
を
目
指
す
「
由

利
本
荘
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
会
議
」
へ
の

取
り
組
み
を
通
し
て
各
地
域
は
も
と
よ

り
市
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問答 旧
１
市
７
町
に
お
け
る

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
は

例
年
起
こ
り
得
る
豪
雨
災
害
に

対
し
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考

え
て
い
る
の
か
。

県
管
理
河
川
の
災
害
対
策
に
つ

い
て
は
、
河
川
の
氾
濫
解
決
に

直
結
す
る
河
川
整
備
を
要
望
し
て
い
く
。

市
管
理
河
川
に
つ
い
て
は
流
下
能
力
向

上
の
た
め
、
河
道
掘
削
や
樹
木
の
伐
採

を
進
め
て
い
く
。

問答 安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
は

男女総合４位入賞！
～第３１回全国市町村交流レガッタ　潮来大会～～第３１回全国市町村交流レガッタ　潮来大会～

●レース結果（入賞成績）

［議会議員の部］　　　  由利本荘市議会子吉川　準優勝

　　　　　　　　　　　  由利本荘市議会鳥海山　　３位

［男子１６０歳未満の部］　本荘由利森林組合　　　　８位

［男子１６０歳以上の部］　Ｔｅａｍやまと　　　　  １１位

［男女混合の部］　　　  美女と野獣　　　　　　　３位

　９月２４、２５日の２日間、茨城県潮来市の潮来ボートコースで開催された第３１回全国市町村交流レ

ガッタ潮来大会に、全国２３市町村から８５クルー約５５０人が参加し、熱戦が繰り広げられました。

　本市からは、代表５クルーが出漕し、男女総合４位入賞を果たしました。

　市議会クルーは、市議会議員の部で「子吉川クルー」が準優勝、「鳥海山クルー」も第３位入賞と、ボー

トのまち由利本荘の名をＰＲしてきました。

３年ぶりに開催された全国レガッタへの参加者

秋
田
県
は
基
幹
的
水
道
管
な
ど

の
耐
震
化
率
が
全
国
最
低
レ
ベ

ル
の
２４
・
７
％
。
中
で
も
本
市
は
１４
・

３
％
。
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
か
。

本
市
の
基
幹
的
水
道
管
を
合
わ

せ
た
水
道
本
管
の
総
延
長
は

１
２
２
７
㌔
㍍
。
耐
震
性
能
を
満
た
し

た
水
道
管
へ
の
更
新
は
こ
こ
数
年
７
・

６
㌔
㍍
の
ペ
ー
ス
で
実
施
し
て
い
る
。

問答 埋
設
水
道
管
の

　
　
　
　
耐
震
化
の
進
捗
は

進む水道管の更新工事

由利本荘プロモーション会議



9 4

９月定例会

議案の中からピックアップ

由利本荘市議会だより  令和４年／2022年11月１日発行由利本荘市議会だより  第70号（9月定例会）

　９月定例会が、８月２３日から９月２２日までの３１日間の日程で開催されました。
　市提出議案は、令和３年度決算認定１６件、人事案件１件、条例改正４件、契約案件２件、令和４年度
補正予算７件、その他３件の計３３件が提出され、すべてが原案のとおり可決・認定されました。
　また、請願１件は採択され、委員会発案として可決、意見書の提出となりました。
　さらに、議員発案１件も可決、意見書の提出となりました。

総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会 産 … 産業建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

由利本荘プロモーション会議

問 　今後の会議開催状況は。

答 　全市メンバーの交流会が、メンバーの発案
で実施された。
　また、各地域共に第２回、第３回の会議
を開催し、地域活性化や若者向け事業など
アイデアを出し合い、優先順位づけと企画書
づくりをしており、今後の会議に向けて準備
が進んでいる。

　７月１４日ナイスアリーナで全地域の交流会が

行われました。 総

集会施設建設費等補助金

問 　事業内容は。

答 　集会施設の新築・修繕などへの助成を目
的とする「集会施設建設費等補助金」は、
これまで補助対象外であった「別棟の物置な
どの附属屋」を補助対象とする予定である。
　集会施設と同一敷地内で別棟の倉庫を新
築する場合や別棟の倉庫を修繕する場合に
補助する。

　令和５年度に町内会などが実施する事業に補

助します。 総

ここが聞きたい
一 般 質 問

佐々木隆一
（日本共産党）

コ
ロ
ナ
禍
で
性
暴
力
な
ど
が
増

え
中
高
生
か
ら
は
望
ま
ぬ
妊
娠

が
急
増
。
若
い
女
性
が
一
人
で
出
産
す

る
と
い
う
報
道
も
あ
っ
た
。
背
景
に
日

本
の
性
教
育
の
遅
れ
が
あ
る
。

　性
は
人
権
で
あ
る
こ
と
を
積
極
的
・

肯
定
的
に
捉
え
、
自
分
も
他
者
も
尊
重

し
な
が
ら
適
切
な
行
動
を
取
れ
る
力
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
小

中
学
校
で
の
性
教
育
の
実
態
は
。

中
学
校
で
は
妊
娠
出
産
で
正
し

い
知
識
を
身
に
付
け
る
べ
く
、

市
と
医
師
会
、
学
校
の
三
者
で
「
性
教

育
講
座
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　
市
独
自
で
は
全
て
の
小
学
校
６
年
生

と
中
学
校
３
年
生
を
対
象
に
助
産
師
に

よ
る
「
心
の
健
康
づ
く
り
教
室
」
を
実

施
し
、
男
女
が
と
も
に
妊
婦
体
験
を
す

る
な
ど
、
性
別
を
超
え
て
、
命
の
大
切

さ
や
、
つ
な
が
り
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
と
し
て
い
る
。

問答 本
市
で
の

　
　
　性
教
育
の
実
態
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

を
図
る
た
め
、
保
険
証
と
し
て

も
使
え
る
仕
組
み
が
始
ま
っ
た
。
マ
イ

ナ
保
険
証
を
使
っ
て
の
医
療
機
関
の
受

付
に
は
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
（
読
み
取
り

機
）
が
必
要
だ
が
、
こ
れ
を
設
置
し
て

い
る
市
内
の
医
療
機
関
は
ど
の
く
ら
い

か
。　マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
範
囲

を
拡
大
し
て
い
け
ば
個
人
の
医
療
、
介

護
、
税
金
な
ど
の
情
報
が
芋
づ
る
式
に

つ
な
げ
ら
れ
、
個
人
情
報
が
把
握
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
。

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
設
置
は
医

療
機
関
71
施
設
の
う
ち
30
施
設
、

薬
局
43
施
設
の
う
ち
17
施
設
が
導
入
し

て
い
る
。

　
個
人
情
報
は
各
機
関
で
分
散
し
て
管

理
し
て
い
る
た
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性

の
高
い
個
人
情
報
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
に
入
る
こ
と
は
な
い
。

問答 問
題
点
が
多
す
ぎ
る

　
　
　
　
　マ
イ
ナ
保
険
証

事
業
者
に
市
民
と
の
意
見
交
換

の
場
を
設
け
、
貢
献
策
の
実
施

項
目
を
決
め
る
よ
う
に
事
業
者
に
要
請

す
る
の
か
。

共
生
策
は
事
業
者
か
ら
基
本
的

な
考
え
が
示
さ
れ
て
お
り
、
市

と
し
て
は
事
業
概
要
な
ど
の
市
民
へ
の

説
明
を
事
業
者
に
要
請
し
て
い
る
。

問答

電
力
の
地
産
地
消
の
考
え
と
市

民
の
電
気
料
金
の
負
担
は
ど
う

な
る
の
か
。

固
定
価
格
買
取
制
度
を
活
用
し

て
お
り
、
地
元
で
発
電
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
て
も
、
直
接
地
元
の
電
気

と
し
て
利
用
す
る
「
電
力
の
地
産
地
消
」

と
い
っ
た
活
用
は
で
き
な
い
。

　
直
接
電
気
を
安
価
に
提
供
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
大
規
模
災
害
時
に
お

け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
確
保
な
ど
の

観
点
か
ら
も
、
社
会
情
勢
を
見
極
め
な

が
ら
、
地
域
新
電
力
会
社
設
立
の
可
能

性
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問答 洋
上
風
力
発
電
に
伴
う

地
域
貢
献
策
の
そ
の
後
の
進
展
は

本
市
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
が
ど

の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の

か
。
ま
た
今
後
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ

て
い
く
の
か
。

県
内
他
市
に
比
べ
る
と
、
公
開

デ
ー
タ
の
種
類
が
少
な
い
状
況

だ
が
、
避
難
所
デ
ー
タ
な
ど
の
一
定
の

利
活
用
は
さ
れ
て
い
る
。
市
民
が
容
易

に
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。

問答 オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
利
用
状
況

と
今
後
の
利
用
方
法
は

阿部十全
（立憲民主・きずな）

熊
の
目
撃
情
報
が
多
く
な
っ
て

お
り
、
事
故
が
起
き
る
前
に
対

策
を
講
じ
る
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
出
没
地
周
辺
な
ど
の
対
策
は
。

熊
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
場

合
、
警
察
へ
通
報
し
、
町
内
会

お
よ
び
学
校
な
ど
へ
の
周
知
お
よ
び
出

没
箇
所
へ
の
注
意
看
板
設
置
な
ど
を
行

っ
て
い
る
。
緊
急
性
が
高
い
と
判
断
さ

れ
る
場
合
は
、
広
報
車
や
防
災
行
政
無

線
で
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
農
作
物
の
食
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、

猟
友
会
の
協
力
で
箱
罠
を
設
置
す
る
な

ど
、
対
策
の
強
化
に
努
め
て
い
る
。

問答 熊
対
策
は

和室で開催、地域交流会

昨年１２月開催の様子（西目中）

答 　小児は現行の市内３医療機関で継続する

予定である。１２歳以上は３０医療機関を想

定している。集団接種はナイスアリーナを中

心に考えているが、

使用できない時期は

市内のホテルなどで

実施するよう調整す

る。

問 　接種会場は個別医療機関、集団接種など

今と同じになる予定か。

　１０月以降、オミクロン株に対応した新ワクチ

ンの接種が始まります。国から具体的なスケジ

ュールが示され次第、速やかに対応できるよう

準備を進めています。

新型コロナウイルスワクチン
接種対策

教
答 　社会体育施設において利用者からの要望を

受け、スマートロックを導入し、利便性の向

上と、管理者と利用者との接触の減少を図る。

　年内にスマートロックと通信機器を設置し、

本格運用は令和５年度からとなる。

問 　どのような内容か。

　鍵の貸し借りを無くします。

社会体育施設に
スマートロック（電子錠）導入

産
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答 　市民税非課税世帯を対象として、国の家計

調査・消費者物価指数などによる物価上昇分

（約３万４６７円）の概ね半額である１万５千円

を助成するものである。

　対象世帯は９,２００世帯の見込みである。

問 　事業の内容はどのようなものか。

　エネルギー・食料品価格高騰に伴い、低所得

世帯の経済的負担の軽減を図ります。

エネルギー・食料品価格高騰
対応緊急支援事業

教

答 　道路整備が進み、自家用車での通勤が通

常化してきた。

　東由利地域３棟、鳥海地域３棟すべて空き

家となり、教職員の入居希望者もいないため

廃止する。

　普通財産としたうえで、解体までの期間、

管理・活用を図っていく。

問 　廃止に至る経緯は。

　東由利・鳥海地域の教職員住宅を今後の利用

見込みがないことから廃止します。

由利本荘市教職員住宅条例の
廃止

教

下水道事業支援へ広域補完組織

問 　どのような内容の組織になるのか。

答 　下水道事業では施設の改築、更新や技術

職員の不足、人口減少などによる課題が顕在

化し、単独での事業が困難になることが予想

される。

　今後、民間事業者の参加要件などを検討

し、令和５年度に会社を設立して令和６年度

より本格運用となる。

　生活排水処理事業を補完する組織が設立され

ます。 産

ここが聞きたい
一 般 質 問

第
３
期
工
区
の
工
事
概
要
と
本

荘
公
園
西
側
整
備
は
。

第
３
期
工
区
（
御
門
交
差
点
〜

裁
判
所
交
差
点
間
４
０
０
㍍
）

は
今
年
度
、
本
格
的
に
着
工
。
車
道
は

片
側
２
車
線
で
、
両
側
の
歩
道
９
㍍
を

含
み
道
路
全
体
の
幅
員
は
25
㍍
と
な
り
、

令
和
８
年
度
完
成
を
目
指
す
。

　
今
年
度
よ
り
道
路
拡
幅
に
伴
う
用
地

と
建
物
の
補
償
、
御
手
作
堤
の
護
岸
工

事
を
実
施
。
来
年
度
以
降
は
軟
弱
地
盤

対
策
の
工
事
や
、
法
面
工
事
の
ほ
か
、

旧
三
日
月
橋
が
２
㍍
幅
の
人
道
橋
と
し

て
再
配
置
さ
れ
、
市
道
鶴
舞
球
場
線
の

跨
道
橋
が
現
道
幅
の
５
㍍
で
架
け
替
え

ら
れ
る
。

　
一
方
、
本

荘
公
園
三
ヶ

月
堀
周
辺
は
、

法
面
工
事
の

進
行
に
合
わ

せ
園
路
の
移

動
は
伴
う
も

の
の
、
現
形

の
ま
ま
で
の

環
境
整
備
を

検
討
す
る
。

問答 国
道
１
０
７
号
本
荘
道
路
工
事

の
概
要
周
知
で
市
民
協
力
を

本
市
で
も
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

今
年
11
月
に
、
国
の
「
地
域
女

性
活
躍
推
進
交
付
金
」
を
活
用

し
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
を
目
的
と

し
た
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
。

問答

渡部聖一
（高志会）

吉田朋子
（高志会）

協
議
経
緯
と
移
行
行
程
は
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
有
識
者
会
議
か
ら

「
運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
に

関
す
る
検
討
会
議
提
言
」
が
出
さ
れ
た
。

休
日
か
ら
の
段
階
的
移
行
が
示
さ
れ
た

が
、
県
教
育
委
員
会
や
中
学
校
体
育
連

盟
な
ど
で
は
よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
の
段

階
で
、
市
教
育
委
員
会
で
も
市
長
部
局

や
学
校
、
関
係
機
関
と
の
協
議
ま
で
至

っ
て
い
な
い
。

　
地
域
移
行
に
は
、
学
校
を
超
え
た
活

動
範
囲
や
競
技
種
目
で
の
困
難
さ
の
違

い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
、
体

制
や
受
け
皿
づ
く
り
が
非
常
に
大
切
で

あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
各
種
団
体
と

連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
取

り
組
み
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
定
め
た
推

進
計
画
を
策
定
し
、
地
域
の
理
解
を
得

な
が
ら
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
、

協
力
を
求
め
て
い
く
。

新
た
な
家
事
支
援
制
度
の
手
順

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

国
の
制
度
改
正
に
合
わ
せ
、
妊

産
婦
か
ら
子
育
て
世
代
ま
で
の

包
括
的
な
相
談
支
援
体
制
を
整
備
し
、

令
和
６
年
度
か
ら
の
新
た
な
家
事
支
援

制
度
を
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
準
備

し
て
い
く
。

問答 子
育
て
家
事
支
援
制
度
の

　
　
　
　
　
新
設
に
向
け
て

問答 部
活
動
の
地
域
移
行
は
慎
重

な
計
画
の
も
と
で
実
施
を

御手作堤の護岸掘削始まる

防
災
・
減
災
の
取
り
組
み

災
害
用
ト
イ
レ
の
備
蓄
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

避
難
所
や
各
家
庭
へ
の
配
布
用

と
し
て
２
万
５
千
回
分
の
非
常

用
簡
易
ト
イ
レ
の
ほ
か
、
オ
ス
ト
メ
イ

ト
用
の
ト
イ
レ
を
３
基
備
蓄
し
て
い
る
。

問答

災
害
用
公
衆
電
話
は
ど
こ
に
設

置
さ
れ
て
い
る
の
か
。

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、
有

線
電
話
の
重
要
性
が
再
認
識
さ

れ
、
本
市
で
は
平
成
24
年
度
か
ら
、
避

難
所
に
指
定
し
た
市
内
の
小
中
学
校
や

公
民
館
に
設
置
し
て
い
る
。

問答

減
災
に
対
す
る
考
え
や
取
り
組

み
を
伺
う
。

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
対
象

と
し
た
講
習
会
や
各
地
域
の
自

主
防
災
組
織
の
代
表
に
よ
る
協
議
会
、

総
合
防
災
訓
練
の
開
催
な
ど
、
自
助
、

共
助
の
取
り
組
み
が
継
続
的
に
行
わ
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答

多
様
性
に
満
ち
た
社
会
づ
く
り
を

生
理
用
品
の
無
償
配
布
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

女
性
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
、

「
青
い
鳥
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や

「
エ
ン
ゼ
ル
便
」
な
ど
の
民
間
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
や
秋
田
県
立
大
学
、
由
利

本
荘
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
配
布
窓
口

と
し
て
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

問答 生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
活
動

答 　市内全域において被害があり、農地や農

業用施設で法面崩落など２３１カ所の被害が

あった。

　道路河川では、路肩崩落や護岸欠壊など

１３３カ所に２億６２３０万円の被害が発生

し、年度内の対応を予定している。

問 　農業関連と道路河川への被害状況はどうな

っているか。

　市内全域に被害が及んでいます。

８月１２日からの
大雨による被害状況

産

産業建設常任委員会による大雨被害の現地調査

国際交流事業備品購入

問 　目的と配備予定施設は。

答 　本市に居住・勤務・訪問する外国人の幅
広い問い合わせ・相談対応業務について、
関係窓口などに配備することで、相談業務を
スムーズに行うことを可能とし、相談業務に
当たる人員の削減や時間短縮も図られる。
　市内の公共施設など２５台の配備を予定し
ている。

　多言語翻訳機を購入します。 総

答 　平成２９年度に一部洋式化を行った。健診

などの利用者が使う２階部分はほぼ洋式化し

ている。今回は１階部分を改修する。

　大便器７カ所、手洗機の自動水洗８カ所、

水洗レバーの交換などを予定している。

問 　今まで洋式トイレではなかったのか。今、

コロナ対策で行うということか。

　新型コロナ対応地方創生臨時交付金を活用

し、水回りの接触を少なくし、衛生環境を保つた

めに行うものです。

本荘保健センターの
トイレ洋式化等修繕事業

教



7

ここが聞きたい
一 般 質 問

6由利本荘市議会だより  令和４年／2022年11月１日発行由利本荘市議会だより  第70号（9月定例会）

岡見善人
（立憲民主・きずな）

第
７
波
に
よ
っ
て
飲
食
業
を
中

心
と
し
再
び
苦
境
に
立
た
さ
れ

て
い
る
事
業
者
向
け
の
改
め
て
の
支
援

策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

飲
食
業
を
は
じ
め
と
し
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
影
響
を
受
け
た
事
業
者
に
対
し
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元

事
業
や
飲
食
店
で
も
利
用
可
能
な
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
な
ど
、
今
年
度
も

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
も
国
や
県
の
施
策
に
合
わ
せ
、
市
独

自
の
支
援
策
も
検
討
し
て
い
く
。

問答 長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
及
ぼ
す
影
響
へ
の
対
策

秋
田
県
労
働
局
と
当
市
が
締
結

し
た
雇
用
政
策
協
定
締
結
の
具

現
化
と
し
て
、
こ
の
４
月
に
施
行
さ
れ

た
男
性
の
育
児
休
業
を
促
す
「
改
正
育

児
・
介
護
休
業
法
」
を
踏
ま
え
た
事
業

所
へ
の
支
援
や
育
児
休
業
取
得
者
へ
の

奨
励
金
の
支
給
な
ど
は
、
子
育
て
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
の
面
や
移
住
定
住
の

決
め
手
に
お
い
て
も
有
効
で
は
な
い
か
。

男
性
の
育
児
休
業
を
促
す
「
改

正
育
児
・
介
護
休
業
法
」
を
踏

ま
え
た
取
り
組
み
と
し
て
、
ロ
ー
ル
モ

デ
ル
と
な
る
事
業
所
な
ど
を
通
じ
て
、

男
性
の
育
児
休
業
取
得
の
機
運
の
醸
成

を
図
っ
て
行
く
ほ
か
、
取
得
の
弊
害
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
見
据
え
必
要
な

対
策
を
講
じ
て
行
く
こ
と
が
大
切
と
考

え
て
お
り
、
市
独
自
の
助
成
は
現
在
考

え
て
い
な
い
。

　
男
性
の
育
児
休
業
取
得
に
対
す
る
理

解
が
進
み
、
若
者
や
子
育
て
世
代
が
安

心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
引

き
続
き
秋
田
労
働
局
と
連
携
し
取
り
組

ん
で
い
く
。

問答 雇
用
政
策
協
定
締
結
を

踏
ま
え
た
事
業
所
へ
の
支
援
を

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
水
道

の
基
本
料
金
の
無
料
化
、
あ
る

い
は
保
育
園
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も

園
、
小
中
学
校
の
給
食
費
無
料
化
を
実

施
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、
当
市
で

も
市
民
の
安
心
・
安
全
に
向
け
た
対
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

物
価
高
騰
対
策
に
も
活
用
可
能

な
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
「
新
型

問答 物
価
高
騰
に
対
す
る
対
策
が
必
要

7P 大友孝徳（市民の窓口）
１．去る８月１３日未明からの豪雨による被害

とその対策について

２．本荘地区中心市街地の活性化について

３．本市の観光振興戦略について

４．本市の風力発電への姿勢

５．市民が市政をあきらめないために

6P 岡見善人（立憲民主・きずな）
１．長引く新型コロナウイルス感染症が及ぼ

す影響に対する各種対策

２．物価高騰対策について

３．人口減少対策について

４．雇用政策協定締結を踏まえた事業所の支

援について

５．ＬＩＮＥの公式アカウントの運用状況と双方

向の強みを活かしたさらなる活用について

６．新たなふるさと納税メニューの仕組み作

りについて

７．特殊詐欺被害防止に向けて

9P 阿部十全（立憲民主・きずな）
１．洋上風力発電建設に伴う地域貢献策のそ

の後の進展について

２．携帯電話の有効利用による防災対策への

取組みについて

３．オープンデータの利用状況と今後の利用

方法について

４．熊対策について

10P 高橋信雄（高志会）
１．安心・安全なまちづくり「公益」を守る安

心安全を

２．中高校生への行政参加、地域を考える教

育について

10P 小松浩一（高志会）
１．今後のまちづくり構想について

２．洋上風力発電事業への本市の関わり方に

ついて

３．新ごみ処理施設整備事業について

４．現在及び今後の学校教育の諸課題につい

て

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

すべての質問項目は次のとおりです。

（内容を掲載している項目番号には、○をつけています。）

こ
こ
が

聞
き
た
い

こ
こ
が

聞
き
た
い

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
」
２
億
６
千
万
円
を
活

用
し
、
今
年
度
は
各
畜
産
農
家
へ
の
経

営
安
定
緊
急
対
策
事
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
留

保
し
て
い
る
約
１
億
９
千
万
円
を
活
用

し
、
事
業
者
や
市
民
に
対
す
る
支
援
を

タ
イ
ム
リ
ー
に
打
ち
出
し
て
い
く
。

大友孝徳
（市民の窓口）

被
害
の
大
き
か
っ
た
下
川
大
内

地
区
や
本
荘
地
区
中
心
市
街
地

の
方
々
は
、
今
後
何
ミ
リ
の
降
雨
予
報

に
警
戒
す
べ
き
か
。

国
が
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

事
業
と
し
て
定
め
て
い
る
降
雨

量
は
、
１
時
間
あ
た
り
20
㍉
以
上
、
24

時
間
あ
た
り
80
㍉
以
上
で
あ
る
。
ま
た
、

都
市
下
水
の
設
計
処
理
量
は
１
時
間
あ

た
り
47
㍉
で
あ
る
が
、
地
域
に
よ
っ
て

流
下
能
力
に

差
が
あ
る
。

市
民
の
皆
さ

ん
に
は
、
気

象
予
報
や
市

の
防
災
情
報

な
ど
も
参
考

に
、
警
戒
や

備
え
を
し
て

欲
し
い
。

問答 ８
月
１３
日
未
明
か
ら
の
豪
雨

に
よ
る
被
害
と
そ
の
対
策
は

子
宮
頸
が
ん
予
防
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
を
男
性
も
接
種
す
る
こ

と
で
中
咽
頭
が
ん
な
ど
、
男
性
自
身
の

疾
病
予
防
に
加
え
、
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の

感
染
防
止
や
集
団
免
疫
を
獲
得
で
き
る
。

費
用
を
助
成
し
て
は
ど
う
か
。

国
が
費
用
を
公
費
負
担
と
す
る

定
期
接
種
化
の
検
討
を
始
め
て

お
り
、
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
実
施

に
つ
い
て
研
究
す
る
。

問答 男
性
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
費
用
助
成
は

前
立
腺
が
ん
や
膀
胱
が
ん
の
手

術
後
は
頻
尿
や
尿
漏
れ
が
起
き

や
す
く
、
尿
漏
れ
パ
ッ
ド
を
着
用
す
る

こ
と
が
多
い
と
聞
く
。
男
性
ト
イ
レ
の

個
室
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

し
て
は
ど
う
か
。

病
気
の
方
や
高
齢
の
方
が
不
安

を
抱
え
る
こ
と
な
く
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
順

次
、
設
置
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問

答

男
性
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を

土
足
の
ま
ま
で
入
れ
る
こ
と
や
、

車
椅
子
利
用
者
に
は
人
的
介
助

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
車
椅
子
で
も

乗
り
降
り
で
き
る
よ
う
な
車
両
で
の
送

迎
な
ど
、
投
票
環
境
の
改
善
を
。

町
内
公
民
館
を
利
用
し
た
投
票

所
は
畳
敷
き
で
あ
る
こ
と
や
段

差
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
シ
ー
ト
を
敷

い
た
り
、
簡
易
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
て

き
た
が
、
可
能
な
限
り
改
善
を
図
る
。

　
人
的
介
助
は
投
票
の
秘
密
を
確
保
し

た
上
で
対
応
す
る
よ
う
周
知
徹
底
す
る
。

車
椅
子
で
乗
り
降
り
可
能
な
車
両
の
配

備
は
、
必
要
性
の
有
無
を
含
め
検
討
す

る
。 問答 投

票
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

な
ど
投
票
環
境
の
改
善
を

佐藤正人
（公明党）

鳥
海
山
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
に
記
さ

れ
た
首
都
圏
在
住
者
の
本
市
の

名
前
の
認
知
度
は
５
割
未
満
。
こ
れ
を

ど
う
対
策
す
る
の
か
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
各
駅
へ
の
ポ
ス
タ

ー
掲
示
や
Ｐ
Ｒ
動
画
の
放
映
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
き
め
細
や
か
な
情
報
発
信

を
し
て
い
く
。

問答 本
市
の
観
光
振
興
戦
略
は

蔵
王
風
力
発
電
所
な
ど
建
設
計

画
の
撤
回
が
相
次
い
で
い
る
。

こ
れ
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

自
然
破
壊
が
要
因
。
本
市
は
？

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
地
元
の
理

解
が
得
ら
れ
ず
、
事
業
者
の
判

断
で
事
業
の
見
直
し
や
取
り
や
め
と
な

る
事
例
も
あ
る
。

　
関
連
法
令
な
ど
を
遵
守
し
た
上
で
、

今
後
も
地
域
住
民
や
利
害
関
係
者
の
理

解
を
得
な
が
ら
、
事
業
が
進
め
ら
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
問
題
提
起
や
課
題
解
決
の
た

め
、
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

問答

市
民
の
安
心
・
安
全
な
生
活
を

守
る
た
め
に
、
本
市
で
も
風
力

発
電
機
の
騒
音
を
計
測
し
て
は
。

市
と
し
て
は
計
測
し
な
い
。
市

民
か
ら
騒
音
被
害
が
寄
せ
ら
れ

た
際
に
は
事
業
者
へ
伝
え
、
事
業
者
が

計
測
し
た
騒
音
が
基
準
値
を
超
え
た
際
に

は
、
し
っ
か
り
と
対
応
を
求
め
て
い
く
。

問答 本
市
の
風
力
発
電
へ
の
姿
勢
は

冠水した加賀沢地区の田畑

順次設置中のサニタリーボックス

8P 渡部聖一（高志会）
１．災害に強いまちづくりにおける対策強化

２．国道１０７号本荘道路に関連して

３．鳥海山観光の充実に向けて

４．部活動の地域移行について

１．防災・減災の取組

２．男女共同参画推進

３．生活困窮者支援活動

４．子育て家事支援制度の新設

8P 吉田朋子（高志会）

7P 佐藤正人（公明党）
１．有機農業への取組は

２．男性のＨＰＶワクチン接種の費用助成は

３．新型コロナウイルス感染症の影響による

がん検診受診率低下の対策を

４．男性トイレにサニタリーボックスの設置を

５．投票所のバリアフリー化など投票環境の改善を

9P 佐々木隆一（日本共産党）
１．マイナンバーカードの普及について

２．ＫＤＤＩの通信障害の影響は

３．男性用トイレにもサニタリーボックス（汚

物入れ）の設置を

４．農林業の振興について

５．教育振興について



7

ここが聞きたい
一 般 質 問

6由利本荘市議会だより  令和４年／2022年11月１日発行由利本荘市議会だより  第70号（9月定例会）

岡見善人
（立憲民主・きずな）

第
７
波
に
よ
っ
て
飲
食
業
を
中

心
と
し
再
び
苦
境
に
立
た
さ
れ

て
い
る
事
業
者
向
け
の
改
め
て
の
支
援

策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

飲
食
業
を
は
じ
め
と
し
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
影
響
を
受
け
た
事
業
者
に
対
し
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元

事
業
や
飲
食
店
で
も
利
用
可
能
な
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
な
ど
、
今
年
度
も

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
も
国
や
県
の
施
策
に
合
わ
せ
、
市
独

自
の
支
援
策
も
検
討
し
て
い
く
。

問答 長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
及
ぼ
す
影
響
へ
の
対
策

秋
田
県
労
働
局
と
当
市
が
締
結

し
た
雇
用
政
策
協
定
締
結
の
具

現
化
と
し
て
、
こ
の
４
月
に
施
行
さ
れ

た
男
性
の
育
児
休
業
を
促
す
「
改
正
育

児
・
介
護
休
業
法
」
を
踏
ま
え
た
事
業

所
へ
の
支
援
や
育
児
休
業
取
得
者
へ
の

奨
励
金
の
支
給
な
ど
は
、
子
育
て
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
の
面
や
移
住
定
住
の

決
め
手
に
お
い
て
も
有
効
で
は
な
い
か
。

男
性
の
育
児
休
業
を
促
す
「
改

正
育
児
・
介
護
休
業
法
」
を
踏

ま
え
た
取
り
組
み
と
し
て
、
ロ
ー
ル
モ

デ
ル
と
な
る
事
業
所
な
ど
を
通
じ
て
、

男
性
の
育
児
休
業
取
得
の
機
運
の
醸
成

を
図
っ
て
行
く
ほ
か
、
取
得
の
弊
害
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
見
据
え
必
要
な

対
策
を
講
じ
て
行
く
こ
と
が
大
切
と
考

え
て
お
り
、
市
独
自
の
助
成
は
現
在
考

え
て
い
な
い
。

　
男
性
の
育
児
休
業
取
得
に
対
す
る
理

解
が
進
み
、
若
者
や
子
育
て
世
代
が
安

心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
引

き
続
き
秋
田
労
働
局
と
連
携
し
取
り
組

ん
で
い
く
。

問答 雇
用
政
策
協
定
締
結
を

踏
ま
え
た
事
業
所
へ
の
支
援
を

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
水
道

の
基
本
料
金
の
無
料
化
、
あ
る

い
は
保
育
園
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も

園
、
小
中
学
校
の
給
食
費
無
料
化
を
実

施
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、
当
市
で

も
市
民
の
安
心
・
安
全
に
向
け
た
対
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

物
価
高
騰
対
策
に
も
活
用
可
能

な
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
「
新
型

問答 物
価
高
騰
に
対
す
る
対
策
が
必
要

7P 大友孝徳（市民の窓口）
１．去る８月１３日未明からの豪雨による被害

とその対策について

２．本荘地区中心市街地の活性化について

３．本市の観光振興戦略について

４．本市の風力発電への姿勢

５．市民が市政をあきらめないために

6P 岡見善人（立憲民主・きずな）
１．長引く新型コロナウイルス感染症が及ぼ

す影響に対する各種対策

２．物価高騰対策について

３．人口減少対策について

４．雇用政策協定締結を踏まえた事業所の支

援について

５．ＬＩＮＥの公式アカウントの運用状況と双方

向の強みを活かしたさらなる活用について

６．新たなふるさと納税メニューの仕組み作

りについて

７．特殊詐欺被害防止に向けて

9P 阿部十全（立憲民主・きずな）
１．洋上風力発電建設に伴う地域貢献策のそ

の後の進展について

２．携帯電話の有効利用による防災対策への

取組みについて

３．オープンデータの利用状況と今後の利用

方法について

４．熊対策について

10P 高橋信雄（高志会）
１．安心・安全なまちづくり「公益」を守る安

心安全を

２．中高校生への行政参加、地域を考える教

育について

10P 小松浩一（高志会）
１．今後のまちづくり構想について

２．洋上風力発電事業への本市の関わり方に

ついて

３．新ごみ処理施設整備事業について

４．現在及び今後の学校教育の諸課題につい

て

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

すべての質問項目は次のとおりです。

（内容を掲載している項目番号には、○をつけています。）

こ
こ
が

聞
き
た
い

こ
こ
が

聞
き
た
い

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
」
２
億
６
千
万
円
を
活

用
し
、
今
年
度
は
各
畜
産
農
家
へ
の
経

営
安
定
緊
急
対
策
事
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
留

保
し
て
い
る
約
１
億
９
千
万
円
を
活
用

し
、
事
業
者
や
市
民
に
対
す
る
支
援
を

タ
イ
ム
リ
ー
に
打
ち
出
し
て
い
く
。

大友孝徳
（市民の窓口）

被
害
の
大
き
か
っ
た
下
川
大
内

地
区
や
本
荘
地
区
中
心
市
街
地

の
方
々
は
、
今
後
何
ミ
リ
の
降
雨
予
報

に
警
戒
す
べ
き
か
。

国
が
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

事
業
と
し
て
定
め
て
い
る
降
雨

量
は
、
１
時
間
あ
た
り
20
㍉
以
上
、
24

時
間
あ
た
り
80
㍉
以
上
で
あ
る
。
ま
た
、

都
市
下
水
の
設
計
処
理
量
は
１
時
間
あ

た
り
47
㍉
で
あ
る
が
、
地
域
に
よ
っ
て

流
下
能
力
に

差
が
あ
る
。

市
民
の
皆
さ

ん
に
は
、
気

象
予
報
や
市

の
防
災
情
報

な
ど
も
参
考

に
、
警
戒
や

備
え
を
し
て

欲
し
い
。

問答 ８
月
１３
日
未
明
か
ら
の
豪
雨

に
よ
る
被
害
と
そ
の
対
策
は

子
宮
頸
が
ん
予
防
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
を
男
性
も
接
種
す
る
こ

と
で
中
咽
頭
が
ん
な
ど
、
男
性
自
身
の

疾
病
予
防
に
加
え
、
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の

感
染
防
止
や
集
団
免
疫
を
獲
得
で
き
る
。

費
用
を
助
成
し
て
は
ど
う
か
。

国
が
費
用
を
公
費
負
担
と
す
る

定
期
接
種
化
の
検
討
を
始
め
て

お
り
、
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
実
施

に
つ
い
て
研
究
す
る
。

問答 男
性
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
費
用
助
成
は

前
立
腺
が
ん
や
膀
胱
が
ん
の
手

術
後
は
頻
尿
や
尿
漏
れ
が
起
き

や
す
く
、
尿
漏
れ
パ
ッ
ド
を
着
用
す
る

こ
と
が
多
い
と
聞
く
。
男
性
ト
イ
レ
の

個
室
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

し
て
は
ど
う
か
。

病
気
の
方
や
高
齢
の
方
が
不
安

を
抱
え
る
こ
と
な
く
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
順

次
、
設
置
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問

答

男
性
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を

土
足
の
ま
ま
で
入
れ
る
こ
と
や
、

車
椅
子
利
用
者
に
は
人
的
介
助

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
車
椅
子
で
も

乗
り
降
り
で
き
る
よ
う
な
車
両
で
の
送

迎
な
ど
、
投
票
環
境
の
改
善
を
。

町
内
公
民
館
を
利
用
し
た
投
票

所
は
畳
敷
き
で
あ
る
こ
と
や
段

差
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
シ
ー
ト
を
敷

い
た
り
、
簡
易
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
て

き
た
が
、
可
能
な
限
り
改
善
を
図
る
。

　
人
的
介
助
は
投
票
の
秘
密
を
確
保
し

た
上
で
対
応
す
る
よ
う
周
知
徹
底
す
る
。

車
椅
子
で
乗
り
降
り
可
能
な
車
両
の
配

備
は
、
必
要
性
の
有
無
を
含
め
検
討
す

る
。 問答 投

票
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

な
ど
投
票
環
境
の
改
善
を

佐藤正人
（公明党）

鳥
海
山
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
に
記
さ

れ
た
首
都
圏
在
住
者
の
本
市
の

名
前
の
認
知
度
は
５
割
未
満
。
こ
れ
を

ど
う
対
策
す
る
の
か
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
各
駅
へ
の
ポ
ス
タ

ー
掲
示
や
Ｐ
Ｒ
動
画
の
放
映
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
き
め
細
や
か
な
情
報
発
信

を
し
て
い
く
。

問答 本
市
の
観
光
振
興
戦
略
は

蔵
王
風
力
発
電
所
な
ど
建
設
計

画
の
撤
回
が
相
次
い
で
い
る
。

こ
れ
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

自
然
破
壊
が
要
因
。
本
市
は
？

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
地
元
の
理

解
が
得
ら
れ
ず
、
事
業
者
の
判

断
で
事
業
の
見
直
し
や
取
り
や
め
と
な

る
事
例
も
あ
る
。

　
関
連
法
令
な
ど
を
遵
守
し
た
上
で
、

今
後
も
地
域
住
民
や
利
害
関
係
者
の
理

解
を
得
な
が
ら
、
事
業
が
進
め
ら
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
問
題
提
起
や
課
題
解
決
の
た

め
、
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

問答

市
民
の
安
心
・
安
全
な
生
活
を

守
る
た
め
に
、
本
市
で
も
風
力

発
電
機
の
騒
音
を
計
測
し
て
は
。

市
と
し
て
は
計
測
し
な
い
。
市

民
か
ら
騒
音
被
害
が
寄
せ
ら
れ

た
際
に
は
事
業
者
へ
伝
え
、
事
業
者
が

計
測
し
た
騒
音
が
基
準
値
を
超
え
た
際
に

は
、
し
っ
か
り
と
対
応
を
求
め
て
い
く
。

問答 本
市
の
風
力
発
電
へ
の
姿
勢
は

冠水した加賀沢地区の田畑

順次設置中のサニタリーボックス

8P 渡部聖一（高志会）
１．災害に強いまちづくりにおける対策強化

２．国道１０７号本荘道路に関連して

３．鳥海山観光の充実に向けて

４．部活動の地域移行について

１．防災・減災の取組

２．男女共同参画推進

３．生活困窮者支援活動

４．子育て家事支援制度の新設

8P 吉田朋子（高志会）

7P 佐藤正人（公明党）
１．有機農業への取組は

２．男性のＨＰＶワクチン接種の費用助成は

３．新型コロナウイルス感染症の影響による

がん検診受診率低下の対策を

４．男性トイレにサニタリーボックスの設置を

５．投票所のバリアフリー化など投票環境の改善を

9P 佐々木隆一（日本共産党）
１．マイナンバーカードの普及について

２．ＫＤＤＩの通信障害の影響は

３．男性用トイレにもサニタリーボックス（汚

物入れ）の設置を

４．農林業の振興について

５．教育振興について
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９月定例会

議案の中からピックアップ

由利本荘市議会だより  令和４年／2022年11月１日発行由利本荘市議会だより  第70号（9月定例会）

　９月定例会が、８月２３日から９月２２日までの３１日間の日程で開催されました。
　市提出議案は、令和３年度決算認定１６件、人事案件１件、条例改正４件、契約案件２件、令和４年度
補正予算７件、その他３件の計３３件が提出され、すべてが原案のとおり可決・認定されました。
　また、請願１件は採択され、委員会発案として可決、意見書の提出となりました。
　さらに、議員発案１件も可決、意見書の提出となりました。

総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会 産 … 産業建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

由利本荘プロモーション会議

問 　今後の会議開催状況は。

答 　全市メンバーの交流会が、メンバーの発案
で実施された。
　また、各地域共に第２回、第３回の会議
を開催し、地域活性化や若者向け事業など
アイデアを出し合い、優先順位づけと企画書
づくりをしており、今後の会議に向けて準備
が進んでいる。

　７月１４日ナイスアリーナで全地域の交流会が

行われました。 総

集会施設建設費等補助金

問 　事業内容は。

答 　集会施設の新築・修繕などへの助成を目
的とする「集会施設建設費等補助金」は、
これまで補助対象外であった「別棟の物置な
どの附属屋」を補助対象とする予定である。
　集会施設と同一敷地内で別棟の倉庫を新
築する場合や別棟の倉庫を修繕する場合に
補助する。

　令和５年度に町内会などが実施する事業に補

助します。 総

ここが聞きたい
一 般 質 問

佐々木隆一
（日本共産党）

コ
ロ
ナ
禍
で
性
暴
力
な
ど
が
増

え
中
高
生
か
ら
は
望
ま
ぬ
妊
娠

が
急
増
。
若
い
女
性
が
一
人
で
出
産
す

る
と
い
う
報
道
も
あ
っ
た
。
背
景
に
日

本
の
性
教
育
の
遅
れ
が
あ
る
。

　性
は
人
権
で
あ
る
こ
と
を
積
極
的
・

肯
定
的
に
捉
え
、
自
分
も
他
者
も
尊
重

し
な
が
ら
適
切
な
行
動
を
取
れ
る
力
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
小

中
学
校
で
の
性
教
育
の
実
態
は
。

中
学
校
で
は
妊
娠
出
産
で
正
し

い
知
識
を
身
に
付
け
る
べ
く
、

市
と
医
師
会
、
学
校
の
三
者
で
「
性
教

育
講
座
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　
市
独
自
で
は
全
て
の
小
学
校
６
年
生

と
中
学
校
３
年
生
を
対
象
に
助
産
師
に

よ
る
「
心
の
健
康
づ
く
り
教
室
」
を
実

施
し
、
男
女
が
と
も
に
妊
婦
体
験
を
す

る
な
ど
、
性
別
を
超
え
て
、
命
の
大
切

さ
や
、
つ
な
が
り
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
と
し
て
い
る
。

問答 本
市
で
の

　
　
　性
教
育
の
実
態
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

を
図
る
た
め
、
保
険
証
と
し
て

も
使
え
る
仕
組
み
が
始
ま
っ
た
。
マ
イ

ナ
保
険
証
を
使
っ
て
の
医
療
機
関
の
受

付
に
は
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
（
読
み
取
り

機
）
が
必
要
だ
が
、
こ
れ
を
設
置
し
て

い
る
市
内
の
医
療
機
関
は
ど
の
く
ら
い

か
。　マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
範
囲

を
拡
大
し
て
い
け
ば
個
人
の
医
療
、
介

護
、
税
金
な
ど
の
情
報
が
芋
づ
る
式
に

つ
な
げ
ら
れ
、
個
人
情
報
が
把
握
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
。

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
設
置
は
医

療
機
関
71
施
設
の
う
ち
30
施
設
、

薬
局
43
施
設
の
う
ち
17
施
設
が
導
入
し

て
い
る
。

　
個
人
情
報
は
各
機
関
で
分
散
し
て
管

理
し
て
い
る
た
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性

の
高
い
個
人
情
報
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
に
入
る
こ
と
は
な
い
。

問答 問
題
点
が
多
す
ぎ
る

　
　
　
　
　マ
イ
ナ
保
険
証

事
業
者
に
市
民
と
の
意
見
交
換

の
場
を
設
け
、
貢
献
策
の
実
施

項
目
を
決
め
る
よ
う
に
事
業
者
に
要
請

す
る
の
か
。

共
生
策
は
事
業
者
か
ら
基
本
的

な
考
え
が
示
さ
れ
て
お
り
、
市

と
し
て
は
事
業
概
要
な
ど
の
市
民
へ
の

説
明
を
事
業
者
に
要
請
し
て
い
る
。

問答

電
力
の
地
産
地
消
の
考
え
と
市

民
の
電
気
料
金
の
負
担
は
ど
う

な
る
の
か
。

固
定
価
格
買
取
制
度
を
活
用
し

て
お
り
、
地
元
で
発
電
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
て
も
、
直
接
地
元
の
電
気

と
し
て
利
用
す
る
「
電
力
の
地
産
地
消
」

と
い
っ
た
活
用
は
で
き
な
い
。

　
直
接
電
気
を
安
価
に
提
供
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
大
規
模
災
害
時
に
お

け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
確
保
な
ど
の

観
点
か
ら
も
、
社
会
情
勢
を
見
極
め
な

が
ら
、
地
域
新
電
力
会
社
設
立
の
可
能

性
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問答 洋
上
風
力
発
電
に
伴
う

地
域
貢
献
策
の
そ
の
後
の
進
展
は

本
市
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
が
ど

の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の

か
。
ま
た
今
後
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ

て
い
く
の
か
。

県
内
他
市
に
比
べ
る
と
、
公
開

デ
ー
タ
の
種
類
が
少
な
い
状
況

だ
が
、
避
難
所
デ
ー
タ
な
ど
の
一
定
の

利
活
用
は
さ
れ
て
い
る
。
市
民
が
容
易

に
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。

問答 オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
利
用
状
況

と
今
後
の
利
用
方
法
は

阿部十全
（立憲民主・きずな）

熊
の
目
撃
情
報
が
多
く
な
っ
て

お
り
、
事
故
が
起
き
る
前
に
対

策
を
講
じ
る
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
出
没
地
周
辺
な
ど
の
対
策
は
。

熊
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
場

合
、
警
察
へ
通
報
し
、
町
内
会

お
よ
び
学
校
な
ど
へ
の
周
知
お
よ
び
出

没
箇
所
へ
の
注
意
看
板
設
置
な
ど
を
行

っ
て
い
る
。
緊
急
性
が
高
い
と
判
断
さ

れ
る
場
合
は
、
広
報
車
や
防
災
行
政
無

線
で
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
農
作
物
の
食
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、

猟
友
会
の
協
力
で
箱
罠
を
設
置
す
る
な

ど
、
対
策
の
強
化
に
努
め
て
い
る
。

問答 熊
対
策
は

和室で開催、地域交流会

昨年１２月開催の様子（西目中）

答 　小児は現行の市内３医療機関で継続する

予定である。１２歳以上は３０医療機関を想

定している。集団接種はナイスアリーナを中

心に考えているが、

使用できない時期は

市内のホテルなどで

実施するよう調整す

る。

問 　接種会場は個別医療機関、集団接種など

今と同じになる予定か。

　１０月以降、オミクロン株に対応した新ワクチ

ンの接種が始まります。国から具体的なスケジ

ュールが示され次第、速やかに対応できるよう

準備を進めています。

新型コロナウイルスワクチン
接種対策

教
答 　社会体育施設において利用者からの要望を

受け、スマートロックを導入し、利便性の向

上と、管理者と利用者との接触の減少を図る。

　年内にスマートロックと通信機器を設置し、

本格運用は令和５年度からとなる。

問 　どのような内容か。

　鍵の貸し借りを無くします。

社会体育施設に
スマートロック（電子錠）導入

産



人　事　案　件

■人権擁護委員（任期：３年）

　菅原　耕悦（新任）本荘地域　川口
すが わら こう えつ

同意

9月定例会9月定例会

●議員発案第５号

　水田活用の直接支払交付金見直しについて柔軟な

対応を求める意見書の提出について

議　員　発　案 可決

議員発案第５号

意見書提出

内閣総理大臣　農林水産大臣

委員会発案第２号

意見書提出

衆議院議長　参議院議長　内閣総
理大臣　総務大臣　財務大臣　厚
生労働大臣　内閣府特命担当大臣
（地方創生）　内閣府特命担当大臣
（経済財政政策）

請　願　結　果

採　　択

○請願第１号
　地方財政の充実・強化を求める意見書提出につい
　ての請願　

連合秋田本荘地域協議会　議長　佐藤　武彦
紹介議員　岡見　善人

●公共住宅管理条例等の一部を改正する条例案
　特定優良賃貸住宅の供給の促進に関する法律施行
　規則の一部改正に伴い、条例の一部を改正するもの
●高齢者コミュニティセンター伝兵衛湯荘条例を廃
　止する条例案
　高齢者コミュニティセンター伝兵衛湯荘の用途廃
　止に伴い、条例を廃止するもの

条例関係（主なもの） 可決

◆羽越本線羽後本荘駅東西自由通路等新設
　及び駅舎橋上化工事委託変更協定の締結について
　変更後の協定金額：３５億５１３５万５７６１円
　協定の相手方：東日本旅客鉄道株式会社

東北建設プロジェクトマネジメントオフィス
所長　鬼柳　雄一

◆物品（小型ロータリ除雪車）購入契約の締結について
　契約金額：５４６７万円
　契約の相手方：藤髙自動車興業株式会社

代表取締役　髙田　栄相

契約締結（主なもの） 可決

10由利本荘市議会だより  令和４年／2022年11月１日発行

ここが聞きたい
一 般 質 問

3 由利本荘市議会だより  第70号（9月定例会）

ここが聞きたい
一 般 質 問

高橋信雄
（高志会）

小松浩一
（高志会）

新
ご
み
処
理
施
設
は
、
従
来
の

燃
焼
型
の
施
設
を
考
え
て
い
る

の
か
、
あ
る
い
は
、
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
施
設
の
建
設
を
併
せ
て
検

討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

現
状
で
は
ビ
ン
類
な
ど
の
資
源

ご
み
を
本
荘
清
掃
セ
ン
タ
ー
と

東
由
利
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
中
間

処
理
を
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
集
約

す
る
リ
サ
イ
ク
ル
拠
点
施
設
の
建
設
と
、

食
品
ト
レ
イ
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
な
ど
の
分
別
収
集
に
取
り
組
む
方

針
で
あ
る
。

問答 新
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

市
管
理
の
河
川
に
つ
い
て
は
年

度
当
初
に
予
算
計
上
を
し
て
、

河
川
管
理
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

市
の
一
般
財
源
の
中
で
、
事
前

に
予
算
化
す
る
の
は
厳
し
い
状

況
で
あ
る
。
今
回
氾
濫
し
た
箇
所
に
つ

い
て
は
、
冬
季
間
に
工
事
を
行
い
、
年

度
内
に
対
応
し
た
い
。

問答

夏
も
冬
も
電
力
不
足
の
不
安
が

続
く
。
電
力
の
確
保
と
再
エ
ネ

の
振
興
は「
公
益
」性
の
最
も
高
い
安
心
、

安
全
な
施
策
で
あ
り
、
温
暖
化
対
策
と

合
わ
せ
て
日
本
の
大
き
な
課
題
で
あ
り

対
策
で
あ
る
が
、
認
識
と
責
務
は
。

「
電
力
の
確
保
」
と
「
地
球
温

暖
化
対
策
」
は
、
国
民
生
活
に

直
結
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

問答 電
力
不
足
と
電
力
の
確
保
、

　
　
　
　
　
再
エ
ネ
の
推
進

周
辺
地
域
よ
り
不
安
の
あ
っ
た

処
理
水
の
排
水
対
策
は
。

地
域
よ
り
要
望
の
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
長
者
川
へ
の
放
流
は
行

わ
ず
、
専
用
排
水
管
の
埋
設
を
行
い
、

流
量
の
多
い
子
吉
川
へ
排
水
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

問答 新
ご
み
処
理
施
設
の

　
　
処
理
水
の
排
水
対
策
は

若
者
の
定
住
を
図
る
た
め
に
も
、

各
地
域
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
の
か
。

各
地
域
の
総
合
支
所
独
自
の
事

業
を
実
施
す
る
「
元
気
な
地
域

づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
や
若
者
に

よ
る
地
域
の
元
気
創
出
を
目
指
す
「
由

利
本
荘
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
会
議
」
へ
の

取
り
組
み
を
通
し
て
各
地
域
は
も
と
よ

り
市
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問答 旧
１
市
７
町
に
お
け
る

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
は

例
年
起
こ
り
得
る
豪
雨
災
害
に

対
し
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考

え
て
い
る
の
か
。

県
管
理
河
川
の
災
害
対
策
に
つ

い
て
は
、
河
川
の
氾
濫
解
決
に

直
結
す
る
河
川
整
備
を
要
望
し
て
い
く
。

市
管
理
河
川
に
つ
い
て
は
流
下
能
力
向

上
の
た
め
、
河
道
掘
削
や
樹
木
の
伐
採

を
進
め
て
い
く
。

問答 安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
は

男女総合４位入賞！
～第３１回全国市町村交流レガッタ　潮来大会～～第３１回全国市町村交流レガッタ　潮来大会～

●レース結果（入賞成績）

［議会議員の部］　　　  由利本荘市議会子吉川　準優勝

　　　　　　　　　　　  由利本荘市議会鳥海山　　３位

［男子１６０歳未満の部］　本荘由利森林組合　　　　８位

［男子１６０歳以上の部］　Ｔｅａｍやまと　　　　  １１位

［男女混合の部］　　　  美女と野獣　　　　　　　３位

　９月２４、２５日の２日間、茨城県潮来市の潮来ボートコースで開催された第３１回全国市町村交流レ

ガッタ潮来大会に、全国２３市町村から８５クルー約５５０人が参加し、熱戦が繰り広げられました。

　本市からは、代表５クルーが出漕し、男女総合４位入賞を果たしました。

　市議会クルーは、市議会議員の部で「子吉川クルー」が準優勝、「鳥海山クルー」も第３位入賞と、ボー

トのまち由利本荘の名をＰＲしてきました。

３年ぶりに開催された全国レガッタへの参加者

秋
田
県
は
基
幹
的
水
道
管
な
ど

の
耐
震
化
率
が
全
国
最
低
レ
ベ

ル
の
２４
・
７
％
。
中
で
も
本
市
は
１４
・

３
％
。
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
か
。

本
市
の
基
幹
的
水
道
管
を
合
わ

せ
た
水
道
本
管
の
総
延
長
は

１
２
２
７
㌔
㍍
。
耐
震
性
能
を
満
た
し

た
水
道
管
へ
の
更
新
は
こ
こ
数
年
７
・

６
㌔
㍍
の
ペ
ー
ス
で
実
施
し
て
い
る
。

問答 埋
設
水
道
管
の

　
　
　
　
耐
震
化
の
進
捗
は

進む水道管の更新工事

由利本荘プロモーション会議
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７月

８月

９月

 ５日
６日

１２日
１９日
２８日

１６日
２３日

２９日
３１日

１日
１６日

２２日

２７日

７月

８月

９月

議会報編集特別委員会
議長による新任議員等研修会
議会報編集特別委員会

「市民と語る会」実行委員会
当局との連絡会議
会派代表者会議

「市民と語る会」全体会議

議会運営委員会
議会運営委員会
本会議（開会）
本会議（一般質問）～３１日
議会運営委員会
決算審査特別委員会
会派代表者会議

委員会（議案審査）決算審査特別委員会  ～５日
決算審査特別委員会（主査報告）
議会全員協議会
議会運営委員会
本会議（閉会）
議会全員協議会
議会報編集特別委員会

９

月

定

例

会

議長公務・交際費の詳細につきましては、市ホームページをご覧ください。

慶祝、協賛など

弔　　　事

７月 ８月 ９月

22,500円
（3件）

0円
（0件）

23,100円
（1件）

0円
（0件）

0円
（0件）

0円
（0件）

議長交際費議長交際費

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

議会日誌議会日誌

由利本荘市議会だより  第70号（9月定例会）

（７／１～９／３０）

３日
１４日

２１～２２日
２３日

１～２日
３日

１９日

３日
１２日
２４日
２８日

市議会カレンダー
● １２月定例会の予定 ●

１１／１３１４ １９

２０ ２６ ２５

２７ ２８ ２９ ２ ３

２６

１８ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

１２／１

１１

４ ５

１４ １５　 １６ １７

１０

月 火 水 木 金 土

本会議
（一般質問）

本会議
（開会）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

常任
委員会

日

１５

６ ７ ８ ９

常任
委員会

１２

１８　１１月１８日（金）

正午までに受理する

請願・陳情を審議

する予定です

３０

常任
委員会

１３

本会議
（閉会）

１９

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

　本会議でどんなことがどのように話し合われ
ているのか、様々な手段で知ることができます。
皆さんの暮らしに直結していることばかりです。
ぜひご覧ください。

議会を見よう！知ろう！

▶ 次の定例会は１１／３０～１２／１９ ◀

議会を傍聴！ライブで！
事前の申込みは必要ありません。当日、
直接傍聴席（市役所本庁舎５階）へおい
でください。

会議録で読む
議会終了後２カ月程度で会議録はできあが
ります。会議録は、由利本荘市ホームペー
ジから見ることができます。

ケーブルテレビで生中継
本会議の様子を生中継でご覧になれます。

由利本荘市議会　会議録 検 索

2由利本荘市議会だより  令和４年／2022年11月１日発行

議会だよりをちいき本棚で！ 
由利本荘市議会だよりは、過去のものを含め、

「SideBooks」のちいき本棚でご覧いただけます。

 https://cccc.backshelf.jp/

実質収支は2億6266万1千円の黒字

令和３年度 一般会計決算令和３年度 一般会計決算

企業会計の状況企業会計の状況

区　　分 総 収 益 支　　出

水 道 事 業

ガ ス 事 業

２５億４５８３万８千円

１０億７１４２万１千円

７７８１万２千円

９億７９０４万円

下水道事業 ３１億９３３０万円 ５８３５万６千円

２１億

３２億

市債残高の状況市債残高の状況

年度比較 令和３年度 令和２年度

市 債 残 高 計

市民１人あたり

当該年度末人口

６６３億３８０８万２千円

９０１，９６９円

７３，５４８人

６７６億２３７０万９千円

９０６，７８７円

７４，５７５人

5億4390万5千円

2億6266万1千円

実質収支

2億8124万4千円

令和４年度への繰越財源

歳入歳出差引額

歳入総額

6964万5千円

543億

歳出総額

2574万円

538億

令和３年度決算を認定

１２特別会計の状況１２特別会計の状況

予算現額 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額

１０８億７１６３万５千円 １０８億７８５７万７千円 １０６億９０６９万２千円 １億８７８８万５千円

１２特別会計…国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、診療所運営特別会計、休日応急診療所運営特別会計、情報センター特別会計、
奨学資金特別会計、介護サービス事業特別会計、一番堰まちづくり事業特別会計、スキー場運営特別会計、小友財産区特別会計、
北内越財産区特別会計、松ヶ崎財産区特別会計

消防訓練大会
各期成同盟会等合同整備促進大会
秋田県市議会議長会定例会
本荘マリーナ海水浴場安全祈願祭
日本海洋上花火大会

東北日本海沿岸市町村議会協議会中央要望（東京都）
交通安全市民大会
戦没者追悼式
本荘地区福祉展表彰式

総合防災訓練
市と市議会との合同要望（県知事・県議会）
全国ボート場所在市町村競技会議長懇話会（茨城県）
都市計画審議会



で
す

救命処置を体験／総合防災訓練（９月３日）

令和３年度決算を認定　　　▶Ｐ２

議案の中からピックアップ　 ▶Ｐ４

ここが聞きたい　一般質問 　▶Ｐ６

愛ＬＯＶＥゆりほんじょう 　▶Ｐ１２

９月定例会

由
利
本
荘
市
議
会

編
集
後
記

ま
ち
の

声
か
ら

　「
９
月
１
日
、
防
災
の
日
」

　
何
の
日
で
あ
る
か
を
知
っ
て
い
て

も
、
大
正
１２
年
の
関
東
大
震
災
の
日

と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
９
月
定
例
会
に
て
一
般
質
問
を
し

た
９
人
の
う
ち
、
７
人
の
議
員
が
〝
災

害
・
防
災
〞
の
内
容
で
し
た
。

　
防
災
に
限
ら
ず
、
地
域
の
出
来
事

や
歴
史
を
伝
え
る
こ
と
に
、
人
か
ら

人
へ
の
口
伝
え
は
効
果
的
で
す
。
こ

の
議
会
だ
よ
り
が
、
誰
と
で
も
話
す

こ
と
の
で
き
る
会
話
の
タ
ネ
に
し
て

も
ら
え
た
ら
、
編
集
委
員
と
し
て
こ

の
上
な
い
喜
び
で
す
。

（
小
川
幾
代
）

が住む中横町では９月に八幡神社祭典が開催

されます。今年は私の町内が当番町の年で、

私は巫女をやることになりました。小学３年生のと

きからあこがれていたので、決まったときはとても

うれしかったです。

　夏休み、舞を教えてくれる先生から「今年は祭り

に参加する町内が少ないらしい」という話を聞きま

した。参加者が少ないためということが理由だそう

です。久しぶりの開催でとてもにぎやかになると

思っていたので、驚いたのと同時に悲しい気持ちに

なりました。江戸時代から３５０年以上続く祭りで

す。長年受け継がれてきたこの祭りがなくなってし

まわないように、たくさんの人が参加し、いつまで

もこの伝統行事が続いてほしいです。

くが由利本荘市の中で好きなところは、由利

高原鉄道「おばこ号」が走っているところで

す。矢島駅から羽後本荘駅までの数々の駅を、年中

無休で走っていて、すごいなと思います。車両も色

とりどりで、新しいデザインへどんどん改善されて

きたおばこ号もあります。

　ぼくは、おばこ号があるおかげで、家から学校ま

で毎日安全に登下校できるので、とても便利です。

新しくいらしたＡＬＴの先生をはじめ、たくさんの

人におばこ号に乗ってもらいたいです。そして、お

ばこ号の中から見える由利本荘市の自然豊かな景色

を、じっくり味わってもらいたいです。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.28

私 ぼ

大好きなおばこ号伝 統 を 守 る

由利小学校 ６年

さん伊藤 侑翔

本荘南中学校 ３年

（町内名　山本）（町内名　中横町）

こん の ゆき とい とうあい しゃ

さん今野 愛咲

12

委
員
長
　
　
正
木
　
修
一

副
委
員
長
　
泉
谷
　
赳
馬

委
員
　
　
　
佐
藤
　
正
人

　
　
　
　
　
佐
々
木
隆
一

　
　
　
　
　
大
友
　
孝
徳

　
　
　
　
　
甫
仮
　
貴
子

　
　
　
　
　
小
川
　
幾
代

　
　
　
　
　
吉
田
　
朋
子

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　鳥
海
で
は
、
鳥
海
ダ
ム
の
建
設
工
事
が
開
始
さ

れ
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
や
他
県
の
建
設
業
者
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
業
者
名
を
目
に
す
る
機
会
が
増
え
ま

し
た
。

　私
の
勤
め
先
「
太
郎
食
品
」
で
も
ダ
ム
の
建
設

予
定
地
で
あ
る
百
宅
に
は
縁
が
深
く
、
理
事
も
地

権
者
で
、
予
定
地
に
法
人
の
保
養
施
設
を
所
有
し

て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
当
初
よ
り
様
々
な
関
係

者
の
方
か
ら
計
画
や
進
捗
の
お
話
を
伺
う
機
会
が

あ
り
、
想
像
以
上
の
ス
ケ
ー
ル
で
工
事
が
進
展
し

て
い
く
状
況
を
楽
し
く
聞
い
て
い
ま
す
。

　完
成
ま
で
は
、
ま
だ
し
ば
ら
く
か
か
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
工
事
に
携
わ
る
皆
さ
ん
や
完
成
後
に

鳥
海
ダ
ム
を
訪
れ
る
皆
さ
ま
に
、
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、
自
然
や
郷
土
文
化
、
食
や
人
柄
な
ど

由
利
本
荘
の
魅
力
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
る
存
在

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　市
政
に
も
、
ダ
ム
を
背
景
と
し
た
地
域
の
魅
力

発
進
を
進
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
市
民
み
ん

な
に
愛
さ
れ
る
事
業
と
な
る
よ
う
、
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

鳥
海
ダ
ム
に
期
待

こ

し
げ

さ

と
う

さ
ん

鳥
海
地
域 

  

　　　　　

   

　
（
町
内
名

　牛
越
）

佐
藤

　茂
子

はしご車を使った救助を見守る
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